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令和５年９月２日に、「つちうら認知症バリアフリー市民講演会」を開催しました。当

日は、認知症に関心がある方を対象に、３２０名の方に参加いただきました。

講師は、３９歳でアルツハイマー型認知症と診断された丹野智文氏。現在は、認知症

のことを広く知ってもらうとともに、「認知症当事者を笑顔に出来れば」という思いで、

全国各地で講演会活動を行っています。２０１５年には、当事者同士が自由に話しあう

「おれんじドア」を開設。当事者同士をつなぐ仕組み次々と作っていくなど幅広くご活

躍されています。

安藤真理子土浦市長による主催者あいさつから始まりました。
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講演では、アルツハイマー型認知症と診断された当時の状況や気持ち、家族や会社の

対応などを振り返りや認知症になっても周りの環境さえよければ、楽しく笑顔で暮らせ

ることができるなどのお話しがありました。

丹野氏の気持ちのこもった迫力のある話しぶりの４５分間でした。

質問の手が次々と挙がりましたが、時間の関係で５人の方から質問をいただき、それ

に対して丹野氏は 1人 1人丁寧に答えていました。会場では、お話しを聞いて涙する人、

深く頷いて関心する人など様々な反応が見られました。

認知症専門医の父が認知症になって感じたこと・気づいたこと

講演

質疑・応答

貴重なご講演、誠にありがとうございました！


